
第５号様式

　下記事業所について、次のとおり運営推進会議を開催したことを報告します。

サービス種別 看護小規模多機能型居宅介護

令和6年7月22日

運営推進会議開催報告書

１．基本情報

事業所名 看護小規模多機能施設　のぞみ

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3

担当者 山田　智奈 連絡先 045-560-6312

運営法人 株式会社　ゆい

２．開催日時・場所

日時 　　2024年　　7月　22日　　13時半 ～14時 場所 のぞみ

３．出席者

氏名 分野 備考（所属・従事経験など）

地域住民の代表者 　会長

当該サービスに知見を有する者 　医師

当該サービスに知見を有する者 　歯科医師

当該サービスに知見を有する者 　薬剤師

当該サービスに知見を有する者 　薬剤師

地域住民の代表者 　民生委員・児童委員

地域住民の代表者 　民生委員・児童委員

市の職員又は地域包括支援センターの職員 下田地域ケアプラザ　

市の職員又は地域包括支援センターの職員 日吉本町地域ケアプラザ　

４．活動状況報告

別紙（様式２～４）のとおり



　　

※ 会議は原則事業所内で行ってください。
　　 やむを得ず他の場所で開催する場合、必要に応じて事業所内の見学を行ってください。

６．評価・意見・要望に対する考え・取組

５．活動状況に関する評価・意見・要望

７．地域からの情報提供

８．その他特記事項

7/22　消防署職員立会いのもと日中火災想定の避難訓練実施しました。実際にご利用者様も避難する予
定でしたが、外気温が高かった為、ダミ－を使用しての訓練となりました。また水消化器を使用し訓練も実
施しました。
消防署より指導内容
①自動火災通報装置について日中は、状況を把握する為、応答した方がよい。
②初期消火失敗の場合は、速やかに防火扉を閉めて煙の上昇を防ぐ必要がある。
③2階につながる階段の防火扉は基本的に閉めていることが望ましい。
上記のアドバイスをいただきました。



第３号様式
2024年 7月 1日

１．基本情報

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

ア 21 18 8
イ 24 0 1
ウ 30 0 0
エ 13 4 4
オ 30 30 3
カ 18 11 1
キ 13 12 35
ク 13 0 38
ケ 18 0 50
コ 22 0 1
サ 9 0 1
シ 23 8 31
ス 26 26 14
セ 0 0 4
ソ 23 0 7
タ 2 0 1
チ 12 0 0
ツ 13 11 1
テ 21 9 23
ト 13 0 38
ナ 17 0 59
ニ 14 14 0
ヌ
ネ
ノ
ハ
ヒ
フ
ヘ

平均 17.0 6.5 14.5

看護師による定期的訪問

6/19特養入居

6/17横浜新都市脳神経外科病院より退院

特養入居待機中

　　　　6名 　　　　7名

３．サービス提供回数（会議開催の前月分）

登録者
（匿名）

通い 泊まり 訪問 備考（入所日、退所日など）

要介護度（平均3.6）
　　　　名 　　　　名 　　　　1名 　　　　5名 　　　　3名

運営法人 株式会社　ゆい

２．登録者の状況

登録者数（　6月　30日現在） 女性　　13　名 男性　　9　名 計　　　　22名

担当者 山田　智奈 連絡先 045-560-6312

活動状況報告書（小規模多機能型居宅介護・看護小規模多機能型居宅介護）

事業所名 看護小規模多機能施設　のぞみ

所在地 横浜市港北区日吉本町6-66-3



特になし
7月6日　日吉本町西町内会の公園清掃に参加しました。
7月27日　日吉台小学校夏祭りにて普部通り歩行者天国あり、本社前にてお店出店予定。

６．事故・ヒヤリハット報告

内容

改善策

５．活動報告

〇社内研修
　ジョブメドレーアカデミー（eラーニング）

　　7月身体拘束の排除・高齢者虐待防止に関する研修
〇社外研修

　6月10・11日介護保険施設等看護研修Ⅰ「基礎レベル」

〇行事
　7月13日フラワーアレンジメント
　7月20日エッセンパン屋
　7月20日駒林小学校夏祭り

７．地域への情報提供

【夏まつり】8月4日、18日の2日間に子供向けの催しを行います。

８．その他特記事項

４．運営方針

事業所の目標
事業所の理念：　その人らしく生きる～その一瞬を大切に～
今年度目標：　 　「その人らしく生きる」を支え寄り添う介護を行う

目標に向けた
具体的取組

　【事業所のしつらえ・環境】
・利用者様が何かやってみたいと思える環境づくり

　【事業所と地域のかかわり】
・地域と関わる機会を設ける（地域の行事に参加）
・地域の方にのぞみを知って頂ける機会を設ける（夏限定の子供向けイベント予定など）

　【業務・職員について】
・働きやすい環境づくり、業務効率化に向けてICTを活用
・スタッフの一人ひとりの得意を伸ばしていく支援


	【令和6年7月】開催報告書 (竹内修正)

